
かわさき技術士クラブの皆様には、日頃から財団事業に御協力頂き、深く感謝申し上げます。 

私は、４月に着任致しましたが、早、６箇月が経ちました。地域の中小企業者の新事業創出や経営革

新への取り組みを支援してまいりましたが、７月には、財団２０周年記念事業、９月には、今後５年間

の産業振興会館・ＫＢＩＣの指定管理者応募と通常年にはない業務にも取り組んだところです。 

 昨年来、原油・原材料価格の高騰や米国のサブプライムローン問題等で景気の下振れ傾向が進んでい

ましたが、９月のリーマン･ブラザースの経営破綻により、世界金融、世界経済は、予断を許さない状

況となっており、市内産業も大きな影響を受けています。川崎市は、１０月１４日に市長を本部長とす

る緊急経済対策本部を設置し、「中小企業等の活力向上対策」、「公共事業の早期発注及び地域配慮」、「市

民生活の安全安心のための対策」を３本の柱として、金融支援等の充実、商店街振興施策の充実、入札

情報発信システムの構築、市内中小企業への公共事業の優先発注、公的債務支払いの早期化、消費者相

談体制の強化、企業の合同就職説明会実施等の経済対策を早期に実施することと決定いたしました。 

財団は、直接企業を訪問し、公的支援策の情報提供を始めとした支援活動を行う「出張キャラバン隊」

及び経営基盤強化、経営改善の支援を行う短期の無料訪問コンサルティングである「ワンデイ・コンサ

ルティング」の事業拡充をベースに、大変厳しい経営環境下にある中小企業者に対して、支援を強化し

てまいります。 

 かわさき技術士クラブの皆様には、引続き財団事業に御支援、御協力をお願いいたします。 

 自社の損益分岐点をご存知ですか。固定費、変動費、原価、売上高

を表した図を経済生産図と言い、損失と利益の分岐となる点を損益分

岐点と言います。企業は損益分岐点を下げて、低い操業度でも利益が

得られる体質にする必要があります。固定費を下げて原価線の起点を

低めにし、変動費を節約して原価線の勾配を緩やかにし、製品の品質

を高めてブランド力を向上し、売上高を高く維持する努力が常に必要

です。努力の成果は損益分岐点の低下として把握することができます

ので、合理化の成果を定量的に表す有効な指標として利用できます。 

気になる用語  「損益分岐点（Break Even Point）」       技術士（小野健雄） 
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川崎市中小企業サポートセンターとは？ 

中小企業サポートセンターは､中小企業を応援する総合的な支援機関です。 

主な支援事業は以下のとおりです。どうぞご利用ください。 

★総合相談窓口★専門家相談窓口★人材育成セミナー★専門家派遣事業 

★「かわさき起業家オーディション ビジネス・アイデアシーズ市場」 

【問い合わせ先】〒212-0013 川崎市幸区堀川町 66-20 川崎市産業振興会館６階 

TEL:044-548-4141 FAX:044-548-4146 URL:http://www.kawasaki-net.ne.jp 

 



［技術士によるセミナー］ 

メニュー 日 時 内  容 

平成 20 年度セミナー 

（申込先；川崎市中小企業サ

ポートセンター） 

11 月 12 日（水） 

（夜） 

浸透し始めたリスクアセスメント！！導入セミナー 

技術士（総合技術監理・電気電子部門）鈴木安男 

1２月３日（水） 

（夜） 

センサー技術の最新動向 

     技術士（応用理学部門）吉川 孝 

［支援事業］ 

技術士による 

技術窓口相談（無 料） 

毎週金曜日 

13：30～16：30 

１１月０７、１４、２１、２８日 

１２月０５、１２、１９、２６日  （要予約） 

ワンディ・コンサルティング 

（無 料） 
随 時 

・派遣は､川崎市内の中小企業等で１日（2 時間）程度 

・派遣回数は､同一年度で１企業１回 

専門家派遣（有料） 随 時 

派遣回数と費用 

川崎市内の中小企業対象で、以下のようになります。 

・半日（3 時間程度）､20 回まで ： 12,000 円／回 

・全日（6 時間程度）､10 回まで ： 24,000 円／回 

 

省エネ「見える化」システムの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭での省エネルギー化を図るにも、消費の状況をリアルタイムで見られることは、大変重要なこと

なのです。上記の例は資源エネルギー庁の省エネルギーセンターが家庭に省エネを普及させる目的で作

られたシステムで、電力の消費状況を知ることができました。太陽光発電は、メンテナンスの殆ど不要

でクリーンエネルギーが得られ、省エネ効用システムです。また、見える化システムは、省エネ法対象

外の中規模の事業所・商業ビル、ホテル、病院、学校、公共施設、中小企業等に応用できますし、これ

から東京都、神奈川県等でも消費量データの自主的な提出も歓迎しておりますので、ご相談下さい。 

 

お役立ち最新情報 

連載解説 省エネ「見える化」の効用（2）       （第 2 回）技術士（岡野庄太郎）   

 

  

消費電力量表示端末 無線転送 
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家庭での消費電力量「見える化」の実際：分電盤からの電

流を端末表示装置に無線伝送してその日の時間帯別消費電

力量グラフと合計電力量／目標予定数値をリアルタイム表

示します。太陽光発電も併用していますので、昼間は自家

発電により賄っていてゼロ表示となっている様子が良く分

かります。分電盤の工夫で重要機器データも計測できます。 
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